
 

第７回トラック輸送における取引環境・労働時間改善三重県協議会 
 

日 時：平成 29 年 5 月 9 日（火）10 時 00 分～ 

場 所：三重県津市新町１丁目 6-28  

プラザ洞津 2 階 末広の間 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開 会 

 

 

２．挨 拶（三重労働局長） 

 

 

３．議 題 

（１）平成２９年度パイロット事業実施事業者等の選定について【資料１】 

 

 

（２）平成２９年度パイロット事業の実施内容の検討について【資料２】 

 

 

 

（４）その他 

 

 

４．挨拶（中部運輸局自動車交通部長） 

 

  

５．閉 会 

 

 

議事次第、委員及び出席者名簿、配席図 

資料１     平成 29 年度パイロット事業実施事業者等の選定について 

資料２      平成 29 年年度パイロット事業の実施内容の検討について 

参考資料１  第４回トラック運送業の適正運賃・料金検討会 
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2 三重県商工会議所連合会 専務理事 藤本　和弘 欠席

3 三重県中小企業団体中央会 事務局長 別所　浩己

4 三重県商工会連合会 事務局長 遠藤　修一郎
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岡田　毅
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平成２９年度 パイロット事業実施事業者 （案）

対象集団１

対象集団２

区分 名称 主な荷の種類 主な課題

発荷主 （株）おやつカンパニー
菓子・食品
製造販売

生産性向上、物流の効率化、コスト削減等

運送事業者 （有）青山商店荷役 荷役作業の効率化と基準 告示を意識した運行管理

着荷主
ヨーカドー、イオンの物
流センター、菓子問屋

荷卸し前の手待時間の削減

区分 名称 主な荷の種類 主な課題

発荷主 ケイミュー㈱伊賀事業所
外壁材、屋根材
の製造

・出荷オーダーの締切が着日の前日12時までと遅い
・オーダー締切り後出荷製品の荷揃いを開始するた
め、構内での手待ちが発生し、事業者から問題提起
されている

運送事業者

荷役作業

勢州運輸（有）
滋賀近郊運輸倉庫㈱

三重支店

豊栄物流（有）

・発荷主における積込みが、長距離便優先となって
いる
・発荷主から各社集荷時間が指定されているが、パ
レットの返却時間が14時までと指定されているため、
近距離輸送の事業者で長時間の手待ちが発生して
いる

着荷主 不特定多数 住宅建材

資料1
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平成２９年度 パイロット事業 対象集団 概要

対象集団１

対象集団２

発荷主 運送事業者1 運送事業者2 荷役作業

企業名 ケイミュー㈱伊賀事業所 勢州運輸（有）
滋賀近郊運輸倉庫㈱
三重支店

豊栄物流（有）

事業所
所在地

伊賀市三田 三重郡菰野町千草 伊賀市三田 亀山市野村町

業種 屋根材・外壁製造
一般貨物
利用運送

一般貨物
利用運送

一般貨物

規模

本社 大阪市中央区
資本金 80億円
従業員数 1816名
（伊賀事業所 220名）

資本金 15百万円
車両数 48台

本社 滋賀県長浜市
資本金 98百万円
車両数 27台

資本金 8百万円
車両数 36台

資料1
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平成２９年度 パイロット事業 対象集団 概要

対象集団2

発荷主 運送事業者

企業名 ㈱おやつカンパニー （有）青山商店荷役

事業所所在地 津市一志町 津市庄田町

業種 菓子・食品の製造販売
一般貨物
利用運送

規模

本社 大阪市中央区
資本金 1億円
売上高 199億円
従業員数 380名

資本金 17.5百万円
車両数 22台

資料1
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平成２９年度 地方協議会 スケジュール

平成２９年度

資料1

○協議会の開催（４月～５月）
→パイロット事業実施事業者等の選定
→ガイドライン記載内容の検討

○パイロット事業実施（６月～１２月）
→結果の分析・検討
→阻害要因・課題の整理、対策の検討

○協議会の開催（１０月～１２月）
→パイロット事業の状況
→ガイドラインの記載内容の検討

○協議会の開催（２月～３月）
→パイロット事業の結果報告
→ガイドラインの記載内容の整理

※平成２７年５月「地方協議会運営について」より抜粋
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平成２９年度 パイロット事業実施内容提案（案）

対象集団１

発荷主 運送事業者1 運送事業者2 荷役作業

企業名 ケイミュー㈱伊賀事業所 勢州運輸（有）
滋賀近郊運輸倉庫㈱
三重支店

豊栄物流（有）

資料2

「提案」
○出荷オーダーの仕組みの変更（着荷主の協力・理解が必要）
○パレット返却の仕組みの変更（返却先部署と出荷部署との連携不足）
○構内作業員のスキルアップ（積み込み方法の熟練者の要請）
○構内の待機場所・通行方法の整理（一方通行等）

「課題」
○出荷オーダーの締切が着日の前日12時までと遅い
○発荷主から各社集荷時間が指定されているが、パレットの返却時間が14時
までと指定されているため、近距離輸送の事業者で長時間の手待ちが発生
○オーダー締切り後出荷製品の荷揃いを開始するため、構内での手待ち発生
○発荷主における積込みが、長距離便優先

1



平成２９年度 パイロット事業実施内容提案（案）

対象集団2

発荷主 運送事業者

企業名 ㈱おやつカンパニー （有）青山商店荷役

資料2

「提案」
○初日段ボール下ろしを、前週最終日に行う。近距離担当ドライバーとの連携
○運転者との意見交換、現場認識の再確認（運行計画の見直し）
○発荷主側、3工場3倉庫→3工場1物流センターへ統合
集荷時間の短縮の期待

「課題」
○初日朝一番の下し作業（前週末に積み込んだ段ボール資材）が長時間

○休憩時間が運行計画に比べ長い、回数が多い（計画通りに運行出来ていな
い）
○積み込み補助員と運転手との連携がとれていない

2



「トラック輸送における取引環境・労働時間改善三重県地方協議会」

におけるパイロット事業実施報告書

目的と方針の共有

実態の確認

課題と改善策

実証実験プランの

検討

結果の分析

まとめ

８月２６日 ３月２日１１月２４日

第１回検討会 第３回検討会第２回検討会

平成29年3月

国土交通省中部運輸局



１．対象集団の概要

1

発荷主 元請け運送事業者

企業名 株式会社おやつカンパニー 有限会社青山商店荷役

事業所所在地 三重県津市一志町 三重県津市庄田町

業種 菓子・食品の製造販売
一般貨物自動車運送事業
倉庫業
荷役・梱包

規模
資本金 １億円
売上高 １９９億円（2016/7）
従業員 ３８０名

資本金 １，７５０万円
従業員数 ４９人
車両数 ４０台



パイロット事業
の対象分野

２．パイロット事業の対象拠点と物流実態

2

各工場・倉庫はアイテム分担。集
荷トラックが巡回し、㈱オーユーセ
スまたは青山商店荷役の倉庫に
入荷する。

各地方のストックポイントに、おや
つカンパニー手配のチャーター便
や路線便で輸送。

青山商店荷役は、東海３件＋関
西の納品先に日帰り配送、および
埼玉県杉戸町のストックポイント
に週２回２泊３日運行。

青山商店荷役
倉庫
（DC）

オーユーセス
倉庫
（DC）

新物流
センター

（H29/3稼働）
久居工場森工場

（
隣
接
）

井関工場
（物流機能
廃止予定）

辻原倉庫
（廃止予定）

大信倉庫
（廃止予定）

上野倉庫
（廃止予定）

仙台DC
（鴻池運輸）

福岡DC

地域内配送

静岡
長野

東海３県（愛知・岐阜・三重）
＋関西

イトーヨーカドー、イオン等
の物流センター

菓子問屋

路線

その他の地域

帰り
便

ダイセーロジスティクス
（埼玉県杉戸町）

集荷

おやつカンパニー

共同
配送

（１）物流拠点と輸送フロー



２．パイロット事業の対象拠点と物流実態

（２）荷主企業と運送事業者の取引実態

■輸送戦力 ■物流条件

3

①構成員事業者への委託状況

横持ち集荷

商品保管、ピッキング、積込み

トラック輸送

配送先での荷下し

②輸送分野

集荷

近距離配送（東海３件＋関西）

長距離幹線輸送（埼玉県杉戸町）

③委託シェア

青山商店荷役シェア保管約５０％、運送約２５％

④使用車両（車種・台数）

10トン車１台、4トン車 ３台、傭車中型１台（臨時）

①積込作業

集荷および倉庫内はパレット積みであるが、積込
み時に荷台上でパレット崩し・バラ積み。軽量低価
格商品のため積載率を最優先。

②輸送条件（高速使用等）

運賃は高速料金込み。
実態は使用すると赤字になるためほとんど使用
せず。埼玉県杉戸便は途中から高速を利用。

③納入時刻等の着荷主の条件

到着時間予約制荷主の場合、着時間を守れない
と原則翌日まわしなる。
それ以外は到着順に受付けて荷下し。

④運賃体系

専属チャーター：２台、貸切距離制：２台
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３．運転者の労働実態 （埼玉県杉戸便）

①三重県津市から埼玉県杉戸町までの５日間
で２往復の運行である。

②前週積込まれていた資材（ダンボール）の下
し作業、貨物の集荷の後に、営業所を出発。

③３日目に営業所に戻ったのち、再び集荷して
２往復目の出発。

④集荷及び杉戸での下しは、荷台上でパレット
を崩し手積み、手下しである。

（１）運行実態と業務内容

月曜日 始業
資材
下し

巡回集荷
（３カ所）

運転・休憩・休息

火曜日 運転・休憩・休息 ダイセー杉戸
待ち・荷下し

帰り荷
積込み

運転・休憩・休息

水曜日 帰り荷
下し

運転・休憩・休息巡回集荷
（３カ所）

木曜日 運転・休憩・休息 ダイセー杉戸
待ち・荷下し

帰り荷
積込み

運転・休憩・休息

金曜日 帰り荷
下し

資材
積込

終業

１往復目

２往復目



４．問題点とその要因

（１）物流の効率性からの視点

①集荷場所が多く時間がかかる

集荷先が最大６箇所（３工場、３倉庫）あるため。特に久居地区から井関工場は１０Km、辻原倉庫は５Km離
れており非効率。

②集荷荷役に１時間３０分〜３時間かかっている

スナック菓子の商品特性（軽量・低価格）上、積載率を重視し手積みで行っているため。

5

（２）労働時間短縮と告示遵守からの視点

①杉戸便で告示未遵守が発生しやすい

・ 休息期間が成立しない。（拘束状態が継続）

・ 運転時間が２日平均９時間を超過。連続運転時間上限を超過。

運行計画を運転手に明確に指示せず、運転手のペースで運行することを実質的に許可しているため。

高速道路の利用に関しては、一定額を渡し、利用区間は運転手の裁量となっていたため、有効な区間であっ
ても利用されない。その結果運転時間が長時間化する。



５．改善策の分野と概要

6

（１）これまでの改善への取り組み

（２）現状の問題点に対する改善案

①おやつカンパニー物流拠点の集約（推進中）

３倉庫（大信倉庫・上野倉庫・辻原倉庫）および井関工場の在庫を、新物流センターに集約する。これにより
久居工場の１Km圏内に物流拠点が集約される。

平成２９年３月現在、新物流センターへの移行を行っている。３月末移行完了予定。

①集荷場所が多く時間がかかる

集荷先が最大６箇所（３工場、３倉庫）あるため。
特に久居地区から井関工場は１０Km、辻原倉庫
は５Km離れており非効率。

②集荷荷役に１時間３０分〜３時間かかっている

スナック菓子の商品特性（軽量・低価格）上、積載
率を重視し手積みで行っているため。

①杉戸便で告示未遵守が発生しやすい

運行計画を運転手に明確に指示せず、運転手の
ペースで運行することを実質的に許可しているた
め。

高速道路の利用に関しては、一定額を渡し、利用
区間は運転手の裁量となっていたため、有効な区
間であっても利用されない。

物流拠点の集約（推進中）

改善案

パレット積みによる荷役時間削減

ベールクランプ等マテハン機器活用による荷
役軽減

集荷積込み補助員の投入

高速道路適正利用を前提とした運行計画の
策定と指示

本案は、以下の理由により対象集団から採用されず。

対策をしても荷傷が予想される。返品になったら運送
会社の費用負担となる。
パレットを持ち帰る必要があり、帰り荷がとりにくくなる。
運べる物量が減るのは困る。

本案は採用された。
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６．実証実験の実施

高速道路の適正利用運行と積込み作業体制の強化 ビフォア ： 平成２８年１２月５日（月）〜９日（金）
アフター ： 平成２９年１月１６日（月）〜２０日（金）

埼玉県杉戸町のストックポイント（ダイセーロジスティクス㈱）行き便を対象として以下の実験を行う。

高速道路の適正利用を前提とした運行計画を作成し、これに基づく運行を指示する。
集荷時に積込み補助員を１名投入し２名体制で作業を行う。

事前に運行管理者が高速道路を適正
利用し、経由地、休憩予定地、予定時
間を明確にした５日間の運行計画を作
成し、運転手に指示し運行させる。

対象集団の荷主の集荷（１日目および
３日目）において、積込み補助員が１名
同乗し積込み作業を支援する。

ビフォア（従来運行）のデータは、12/5
〜9の運転日報およびアナタコチャート
による。

月曜日  始業 
資材 
下し 

巡回集荷 
（３カ所） 

運転・休憩・休息 

火曜日 
運転・休憩・休息  杉戸SP 

待ち・荷下し 
帰り荷 
積込み 

運転・休憩・休息 

水曜日 
帰り荷 
下し 

運転・休憩・休息 巡回集荷 
（３カ所） 

木曜日 
運転・休憩・休息  杉戸SP 

待ち・荷下し 
帰り荷 
積込み 

運転・休憩・休息 

金曜日 
帰り荷 
下し 

資材 
積込 

終業 

１往復目 

２往復目 

運行計画に 
則った運行指示 

（１）対象分野 （２）実験期間

（３）改善策の概要

（４）実験方法



合計 1440

５日目（H28.12.9（金）） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

荷役 330

手待ち 0

休息期間 260

その他 0

始業●･終業○ -

点呼点検 0

運転（一般道） 460

運転（高速道） 270

休憩 120

到着
（積地▲･卸地△）

0

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21４日目（H28.12.8（木）） 1 2 3 4 5 6 7 22 23 24

始業●･終業○ -

点呼点検 0

18 19 20 21 22 23

休息期間 80

その他 0

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 160

手待ち 0

運転（一般道） 700

運転（高速道） 0

休憩 110

24

ダイセー杉戸 
バラ下し 

品川 
パレット積み 
品川 
パレット積み 

美里 
バラ積込み 

中津川〜桶川加納
8,750円 

４日目

５日目

休息未成立 
5時間40分 

連続運転時間
超過 

連続運転時間
超過 

4 5

手待ち 0

休息期間 250

その他 0

休憩 140

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 340

点呼点検 20

運転（一般道） 410

運転（高速道） 0

始業●･終業○ -

合計

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11

休息期間 350

その他 0

手待ち 0

１日目（H28.12.5（月））

運転（高速道）

荷役

点呼点検

6 7

24

1160

1 2 3

運転（一般道） 430

310

休憩 160

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 190

22 23 24

始業●･終業○ -

点呼点検 0

３日目（H28.12.7（水））

合計 1440

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

到着
（積地▲･卸地△）

0

450

手待ち 0

休息期間 0

その他 0

1 2 3 4 5２日目（H28.12.6（火）） 8 18 199 10 11 12 13 14 23 24

始業●･終業○ -

15 16 17 2220 21

0

運転（一般道） 810

運転（高速道） 50

休憩 130

ダンボール下
し 

オーユーセス 

大信倉庫 
青山商店
荷役 

ダイセー杉戸 
バラ下し 

市川 
パレット積み 

桶川 
パレット積み 

小牧 
パレット下し 

桶川加納〜小牧 
10,050円 

勝沼〜桶川加納 
3,910円 

青山商店荷役 

１日目

２日目

３日目

休息未成立 
5時間50分 

連続運転時間
超過 

連続運転時間
超過 

休息未成立 
4時間10分 

8

６．実証実験の実施

月曜

火曜

水曜

木曜

金曜

集荷

出発
▼

杉戸着
▼

ダンボール下し

集荷

出発
▼

杉戸着
▼

①ビフォア（従来運行）運行実績

点呼点検

運転（一般道）

運転（高速道）

休憩

荷役

休息期間

下し（手待ち含）

下し（手待ち含）

（注）今回の調査では、4時間以
上の休憩は、分割休息を試みた
が成立しなかったものとみなし、
休息期間として扱った。

（５）実証実験の結果 ～ 高速道路の適正利用運行



休息期間 350

その他 0

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 140

手待ち 0

運転（一般道） 200

運転（高速道） 80

休憩 30

24

始業●･終業○ -

点呼点検 10

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11５日目（H29.1.1.20（金）） 1 2 3 4 5

休息期間 440

その他 0

合計 1440

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 360

手待ち 0

運転（一般道） 140

運転（高速道） 240

休憩 250

24

始業●･終業○ -

点呼点検 10

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11４日目（H29.1.1.19（木）） 1 2 3 4 5

ダイセー杉戸 
バラ下し 

美里 
バラ積み 

五霞〜一宮 
11,070円 

つくばみらい 
パレット積み 

双葉PA 駒ヶ根葉PA 

４日目

５日目

休息未成立 
5時間00分 

休息未成立 
6時間40分 

休息期間 400

その他 0

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 210

手待ち 0

運転（一般道） 370

運転（高速道） 320

休憩 130

24

始業●･終業○ -

点呼点検 10

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11３日目（H29.1.1.18（水）） 1 2 3 4 5

休息期間 680

その他 0

合計 1440

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 220

手待ち 0

運転（一般道） 70

運転（高速道） 300

休憩 150

24

始業●･終業○ -

点呼点検 20

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11２日目（H29.1.1.17（火）） 1 2 3 4 5

休息期間 120

その他 0

合計 1210

到着
（積地▲･卸地△）

0

荷役 320

手待ち 0

運転（一般道） 140

運転（高速道） 360

休憩 250

24

始業●･終業○ -

点呼点検 20

18 19 20 21 22 2312 13 14 15 16 176 7 8 9 10 11１日目（H29.1.1.16（月）） 1 2 3 4 5

ダイセー杉戸 
バラ下し 

加須 
パレット積み 

半田市（愛知県） 
パレット下し 

加須〜音羽 
14,160円 

大信倉庫 
バラ積み 

井関工場 
手積み 

青山商店荷
役 

ダンボール
下し 

辻原倉庫 
手積み 

オーユーセス 
手積み 

亀山PA 

久居〜幸手 
18,920円  足柄SA 

日本平PA 

久居〜幸手 
18,920円 

会社で休憩 掛川PA 

森工場 
バラ積み 

オーユーセス 
バラ積み 

会社で休憩 

１日目

２日目

３日目

休息未成立 
5時間50分 

9

６．実証実験の実施

月曜

火曜

水曜

木曜

金曜

集荷

出発
▼

▲
杉戸着

ダンボール下し

集荷

出発
▼

杉戸着
▼

②アフター（実験運行）運行実績

点呼点検

運転（一般道）

運転（高速道）

休憩

荷役

休息期間

下し（手待ち含）

下し（手待ち含）
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６．実証実験の実施

労働時間比較 拘束時間
従来：4日目まで24時間の拘束状態が
続いていた。
実験：3度16時間を超過したが平均で
は3時間16分の短縮となった。

運転時間
従来：12/6〜8が前後2日平均9時間超
となった。
実験：1/18のみ前後2日平均で9時間
を超過した。平均で3時間54分の短縮
となった。

連続運転時間
従来：5時間3回、7時間1回
実験：4時間超は無し

休息期間
従来：8時間以上が成立した日無し
実験：16、18、19未成立。平均では1日
あたり3時間12分の改善となった。（4
時間以上の休憩を休息とみなした場
合）運送コスト比較

従来運行 実験運行 備考

高速道路料金 22,710円 63,070円 40,360円増加
燃料費 78,660円 56,810円 21,850円削減（軽油95円/Lで計算、推定区間含む）
計 101,370円 119,880円 18,510円増加

③高速道路の適正利用運行の結果

12/5 12/6 12/7 12/8 12/9 平均 1/16 1/17 1/18 1/19 1/20 平均

04:40 04:40 04:40 04:40 04:40 03:50 07:40 06:40 06:40 06:40

運転時間 10:30 13:10 13:20 12:00 08:20 11:28 08:20 07:00 11:30 08:00 03:00 07:34 ▲3：54

荷役
（手待ち含）

05:40 07:30 03:10 05:30 02:40 04:54 05:20 03:40 03:30 06:00 02:20 04:10 ▲0：44

休憩時間 03:20 03:20 01:40 00:50 01:50 02:12 04:10 02:30 02:10 04:10 00:30 02:42 ＋0：30

その他時間 00:20 00:00 00:00 00:00 00:00 00:04 00:20 00:30 00:10 00:10 00:10 00:16 ＋0:12

拘束時間 24:00 24:00 24:00 24:00 12:50 21:46 24:00 13:40 24:00 24:00 06:50 18:30 ▲3:16

休息期間 (04:10) 00:00 (05:50) (05:40) 03:55 (05:50) 10:20 (06:40) (05:40) 07:07 ＋3:12

合計 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00 24:00

従来運行 実験運行

始業時刻

平均差
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６．実証実験の実施

（６）積込み作業体制の強化の結果

従来運行 実験運行 備考

積込み立米
１日目：４６．９１㎥
３日目：４６．４６㎥

１日目：４５．７３㎥
３日目：４６．４５㎥

荷役時間
１日目：３時間３０分
３日目：２時間４０分

１日目：２時間００分
３日目：２時間３０分

単位（立米）あたり
荷役時間

３．９６分／㎥ ２．９３分／㎥
荷役時間２６．０％
向上

（７）運転手の感想

翌日のダイセー荷下しに間に合わせるために、一般道だと休息の余裕がなかったが、高速利用だと
十分な休息が取れた。

これまでは自分のペースで休憩できたが、運行計画に則った高速道路運行だと、自分のコンディ
ションに関係なく決められた場所までは必ず走らなければならない。

積込み補助により時間が1/3位短縮できた感触だ。
初めてなので動線が交差するなど邪魔になる場面もあったが、慣れればもっとうまくやれるだろう。

体の負担は軽減できた。夏場は特にありがたいだろう。
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６．実証実験の実施

（８）対象集団のメリット／デメリット

メリット デメリット

㈱おやつカンパニー

積込み時間短縮によりバースの車両回転
率が高まる。（実験では26.0％短縮）

高速代、積込み作業員補助の運送コス
ト増加分の負担を求められる懸念がある。

有限会社青山商店荷役

拘束時間が3時間16分短縮。（1日平均。
以下同じ）

運転時間が3時間54分短縮。

連続運転時間4時間超が解消。

運転手が運行時間に余裕を感じるように
なった。

高速道路走行による燃費向上。

積込み作業26.0％時間短縮。

運転手の荷役による疲労の軽減。

高速料金の負担が増加。燃費向上分を
織り込んでも18,510円のコスト増。

運転手が自分のペースで自由に走り休
憩できないための不自由さを感じた。

積込み補助員人件費が1回あたり2.5人
時発生する。

運送事業者

発荷主
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６．実証実験の実施

（９）結果に結びついたポイント／結びつかなかったポイント／今後の課題 等

拘束時間、運転時間それぞれ一定の改善ができたが、運行を通じての改善基準告示の遵守には至っていない。

拘束時間と休息期間が5日中3日未遵守
休息期間の確保については、一部改善が見られたものの未だ不足している

初日朝一番の下し作業（前週末積
み込んだダンボール資材）に時間
が掛っている。（実験日3時間30
分）

その要因

休憩時間が運行計画に比べ長い、
回数が多い（休息期間をまとめてと
れない）など、運転手が計画通りに
運行しなかった部分があった。

積込補助員：

初めての試みで運転手と補助員の
協力体制がうまくとれなかった。

荷台までのフォーク作業で、他車
両との兼ね合いでボトルネックとな
り手待ちが発生することがあった。

初日ダンボール下ろしを、前週最
終日に行う。または近距離担当な
どの他の運転手に移管する。

拘束時間を15時間内に収めれば、始
業24時間内の休息期間を9時間確保で
きる

運転手の意見や現場認識を再確
認し、運行計画を見直し精度を高
める。

運行計画に則った運行を行うよう、
運転手指導を強化する。

今後の改善策

新物流センター４月稼働により、集
荷時間の短縮が期待できる。

今後の改善策

荷主の取組み
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７．参考資料

①検討会構成員（敬称略）

＜対象集団＞

株式会社おやつカンパニー 物流購買部部長 川口 謙次

有限会社青山商店荷役 代表取締役専務 青山 好一

有限会社青山商店荷役 統括課長 渡邊美智代

＜事務局＞

一般社団法人三重県トラック協会専務理事 伊藤 信彦

一般社団法人三重県トラック協会事務局長 西口 豪時

流通経済大学 物流科学研究所教授 小野 秀昭

株式会社運輸･物流研究室 主任研究員 中田 愛子

株式会社運輸・物流研究室 客員コンサルタント 長島 孝善

（１）検討会の開催

①チェックリスト調査 配布： 平成28年8月26日（金）
回収： ～ 10月5日（水）

②ヒアリング調査・打ち合わせ 平成28年8月10日（水）13:00～15:00（中部運輸局、三重運輸支局）
平成28年8月26日(金）15:00～16:30（対象集団）
平成28年12月13日（火）14:00〜15:30（対象集団）
平成29年1月20日（金）16:00～17:30（対象集団）

（２）事業場に対する訪問、調査指導

②検討会の開催

1)第１回検討会
日時：平成28年8月26日(金）13:00～15:00
場所：株式会社おやつカンパニー 本社会議室
内容：パイロット事業の進め方、意見交換、実態調査の実施方法につ

いて
2)第２回検討会
日時：平成28年11月24日(木）16:30～18:30
場所：株式会社おやつカンパニー 本社会議室
内容：課題と改善策、実証実験プランの検討

3)第３回検討会
日時：平成29年3月2日(木）14:30～16:00
場所：株式会社おやつカンパニー 本社会議室
内容：実証実験結果の報告、意見交換、報告書全体についての討

議、確認、その他（アンケート実施、協議会へ報告する資料の
確認等）について
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